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◎可燃性ごみ収集について
　○祝日も通常どおり収集を行います。　○事業活動により生じるごみは町では収集しません。

◎資源ごみ・小型ごみ分別収集日程表

地　区　名 資源ごみ・小型ごみの分別収集日
（容器プラと廃プラを含む）

容器プラと
廃プラの収集日

 南新田・高雄住宅・北新田・羽根・東川西・東川南・東川北・扶桑住宅・
 ビレッジハウス扶桑・ 村田機械寮 ５月６日 ５月２０日

 羽根西・南定松・北定松・高雄団地・福塚・宮島・伊勢帰・扶桑台 ５月１３日 ５月２７日

 山那・小淵・大門・森・前野・野田・西村・寺前・中村住宅・斎藤東・
 斎藤西・斎藤中・斎藤南・斎藤北・緑ヶ丘・高木東・高木西 ５月２０日 ５月６日

 柏森東 1 区・柏森東 2 区・柏森レインボー・柏森西・柏森南・柏森北
 中島・ 花立・平塚 ５月２７日 ５月１３日

※地区の分別収集に出せない方は、資源ごみ回収拠点（小淵堤外）にて資源ごみ・小型ごみの回収を行って
　いますのでご利用ください。祝日の５月３日（木）から５月５日（土）も利用できます。

　　　　○ 月曜日～金曜日…午前９時～正午　　○ 土曜日…午前９時～午後３時（正午～午後１時を除く）

　　　　　（詳しくは年間行事予定表の 4 ページをご覧ください。）
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◎施設で回収するもの　＊詳しくは年間行事予定表 3 ページをご覧ください。
回収するもの 回収場所 回収日

５月（奇数月）
牛乳パック

   総合体育館（火曜日休み）、老人憩の家（月曜日、祝日休み）
   中央公民館（火曜日休み）、各保育園（土・日曜日、祝日休み）
   サングリーンハウス（土・日曜日、祝日休み）
   各学習等供用施設（月曜日、祝日休み）

５月９日（水）～１６日（水）
　　※各施設の休みに

ご注意ください。

　役場（土・日曜日、祝日休み）総合福祉センター（月曜日休み） 開庁日

使用済み
小型家電

（9 品目）

　役場（土・日曜日、祝日休み）総合福祉センター（月曜日休み）
　総合体育館（火曜日休み）

開庁日

◎集団回収のご案内　＊詳しくは実施団体の案内で確認してください。
　○５月１２日（土）　高雄小学校　　[ 予備日　５月１３日（日）]
　○５月１２日（土）　山名小学校　　[ 予備日　５月１３日（日）]
　○５月１９日（土）　扶桑東小学校　[ 予備日　５月２０日（日）]
　○５月２６日（土）　扶桑北中学校　[ 予備日　６月　２日（土）]
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ゆずります・さがしています ◆このリサイクルニュースのシステムは、ゆずりたい方・さがしてい
　る方をご紹介するものです。有償・無償の条件提示や交渉等は各個
　人で責任を持っておこなってください。

ゆずります（物品） さがしています（物品）

 ●高雄小学校の体操服

 ●扶桑中学校のヘルメット（ＳかＭサイズ）

 ●イベント用（写真撮影）衣装または着物
 　（子ども・大人用・男女ともに）

 ●レゴ、三輪車等子どものおもちゃ
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　この手紙は、皆さんが日頃「こうしてほしい」と町政に望んでいる
ことや、まちづくりに関するご意見などをいただくものです。ぜひ、
お気軽にお寄せください。
　裏面が投稿用紙となっています。もし、書ききれない時は、便せん
などに書き加えて入れてください。
　この手紙を、町に対する貴重なご意見として、住みよい扶桑町の実
現に役立てたいと思っています。
　住所・氏名を記載された方には、担当課から直接ご本人に回答します。
色々なご意見をお待ちしております。

　●封筒の作り方は次のとおりです。

　① 用紙を太線に沿って切り取ってください。

　② 点線を折り曲げてください。

　③ のりづけをして封筒にしてください。

　④ 切手を貼らずにポストへ入れてください。
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▲エコキャラクター
「ひまりん」

町民の皆さん、ぜひご意見をお聞かせください
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こ
の
部
分
に
の
り
づ
け
し
て
く
だ
さ
い

こ
の
部
分
に
の
り
づ
け
し
て
く
だ
さ
い

この部分にのりづけしてください
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◎おところ

◎お名前 　　　　　　　　　　　　◎電話番号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について

切り取り線
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取
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取
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生
ご
み
を
狙
っ
た
カ
ラ
ス
や
ネ
コ
に
よ
る
被

害
を
防
ぐ
た
め
、
カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
を
貸
し

出
し
し
て
い
ま
す
。
使
用
さ
れ
る
方
の
中
か
ら

代
表
者
を
決
め
て
い
た
だ
き
、
窓
口
に
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
条
件
　
ご
近
所
ど
う
し
５
世
帯
以
上
ま
と
め

て
、
ご
み
袋
を
出
す
場
所

▼
サ
イ
ズ　
３
ｍ
×
２
ｍ

※
共
同
住
宅
な
ど
管
理
地
内
の
ご
み
置
き
場　

に
は
、
貸
し
出
し
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

▼
お
願
い
　
交
通
を
さ
ま
た
げ
な
い
よ
う
、
カ

ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
は
使
用
時
に
持
ち
出
し
て
被

せ
、
ご
み
収
集
後
に
片
付
け
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
配
布
し
ま
す

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
７

　

身
近
な
緑
と
冷
涼
効
果
（
地
球
温
暖
化
対

策
）
を
実
感
で
き
る
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
町
民

の
多
く
の
方
に
つ
く
っ
て
い
た
だ
く
た
め

ゴ
ー
ヤ
の
苗
の
無
料
配
布
を
行
い
ま
す
。
配

布
数
は
３
０
０
本
で
す
。

▼
日
時　
５
月
12
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
（
先
着
順
）

▼
場
所　
役
場　

正
面
玄
関

※
緑
の
カ
ー
テ
ン
は
、
お
部
屋
に
入
る
日
ざ

　

し
を
遮
る
こ
と
に
よ
り
室
温
を
下
げ
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
間
を

　

通
っ
て
く
る
心
地
よ
い
風
を
お
楽
し
み
く

　

だ
さ
い
。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

カ
ラ
ス
除
け
ネ
ッ
ト
の

　
　
　

  

貸
し
出
し
に
つ
い
て

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の

　
　
　
　
出
前
講
座
に
つ
い
て

介
護
健
康
課　

内
線
２
３
５

　

扶
桑
町
で
は
認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
家
で
暮
ら
せ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
と

は
、
認
知
症
の
こ
と
を
理
解
し
、
認
知

症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応

援
者
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。
た
と
え
ば

日
常
生
活
の
中
で
認
知
症
の
方
と
出
会
っ

た
と
き
に
、
適
切
に
接
す
る
こ
と
が
、
認

知
症
の
方
と
そ
の
家
族
の
支
え
に
な
り
ま

す
。

　

是
非
こ
の
出
前
講
座
を
、
地
域
や
団

体
、
会
社
の
皆
様
等
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
標
準
的
な
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▼
時
間　
１
時
間
30
分
程
度

 （
日
程
及
び
所
要
時
間
に
つ
い
て
は
応
相
談
）

▼
内
容

　

・
認
知
症
と
は
何
か

　

・
認
知
症
の
診
断
・
治
療
・
予
防

　

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
で
き
る
こ
と

　

・
認
知
症
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等

▼
定
員　
お
お
む
ね
10
人
以
上

　

認
知
症
施
策
に
関
す
る
取
組
み
を
「
Ｆ

Ｕ
Ｓ
Ｏ
認
知
症
た
す
け
隊
」
が
行
っ
て
い

ま
す
。

随
時
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み　
介
護
健
康
課
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異動後 氏　名 異動前

扶桑町社会福祉協議会派遣 稲葉　弘夫 税務課長
健康福祉部参事 糸井川　浩 介護健康課長
産業建設部長 澤木　俊彦 土木課長
会計管理者 江口　英樹 産業環境課長

●部長級

●課長級

●退職者●園長

●主幹級

異動後 氏　名 異動前

総務課長 澤木　明人 政策調整課主幹
税務課長 岩田　雄尚 総務課長
介護健康課長 渡邊　隆吉 福祉児童課長
福祉児童課長 兼松　和彦 政策調整課主幹
産業環境課長 志津野　郁 税務課主幹
土木課長 川瀬　直彦 福祉児童課主幹

職　名 氏　名
扶桑町社会福祉協議会派遣 藤川　優孝
産業建設部長 墨井　康仁
会計管理者 髙木　幹雄
学校教育課学校給食共同調理場長 古池　久美
高雄西保育園長 中島　純子
児童発達支援事業所長 鈴木　幸子

異動後 氏　名 異動前

高雄保育園長 岡嶋　英人 山名保育園長補佐
高雄西保育園長 藤井　亨佳 高雄保育園長
児童発達支援事業所長 伊藤　清乃 柏森南保育園長補佐

異動後 氏　名 異動前

政策調整課主幹 今枝　利暢 政策調整課統括主査
総務課主幹 齊木　雅宏 総務課統括主査
税務課主幹 小山　勝己 産業環境課主幹
税務課主幹 小川　　健 生涯学習課図書館長
住民課主幹 大瀧　　篤 総務課主幹
福祉児童課主幹 武富　勝史 住民課主幹
福祉児童課主幹 兼松　孝行 福祉児童課統括主査
産業環境課主幹 尾﨑　博之 土木課主幹
土木課主幹 小川祐貴哉 生涯学習課主幹
学校教育課
学校給食共同調理場長 高木佳穂里 税務課主幹

生涯学習課主幹 今井　敏哉 生涯学習課図書担当主幹
生涯学習課図書館長 松原　　薫 税務課統括主査

（主幹以上）

（平成 30 年 3 月 31 日付）

平成30年4月1日付をもって次のように職員の人事異動を行いましたので、お知らせします。

扶 桑 町 職 員 人 事 異 動
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た
ん
ぽ
ぽ
相
談
の
ご
案
内

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
２

～
お
子
さ
ん
の
養
育
・
教
育
で
悩
ま
れ
て
い
る

　
　
　

 

保
護
者
・
教
職
員
の
み
な
さ
ん
へ
～

　
「
聞
く
」「
話
す
」「
読
む
」「
書
く
」「
計

算
す
る
」「
注
意
集
中
困
難
」「
多
動
性
」「
衝

動
性
」「
対
人
関
係
」
な
ど
に
お
い
て
、
お

子
さ
ん
の
発
達
が
気
に
な
る
保
護
者
・
教
職

員
の
方
や
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
養
育
・

教
育
で
不
安
の
あ
る
保
護
者
・
教
職
員
の
方

に
は
、
本
校
の
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
（
教
育
相
談
）

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　

本
校
で
は
、
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
の
保

護
者
等
を
対
象
に
学
校
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
適
切
な
就
学
に
は
早
期
か
ら
の
学
校
見

学
等
が
大
切
で
す
。
次
年
度
就
学
予
定
の
お

子
さ
ん
が
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
、
事
前
に
電
話
で
お
願
い

し
ま
す
。

▼
日
時　
６
月
７
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
９
時
40
分
～
正
午

愛
知
県
立
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
小
学
部
・
中
学
部

　
　
　
学
校
説
明
会
の
ご
案
内

あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
の
た
め
に

一
、
金
五
千
円
　
　
　
　
　
　
　
　
某
　
様

平成 30 年 2 月 10 日～ 3 月 9 日分
◆東日本大震災義援金（役場義援金箱） 　　　金 1,075 円
◆平成 28 年熊本地震災害義援金
　（役場義援金箱）                                  　 金   551 円
◆平成 29 年 7 月 5 日からの大雨災害義援金
　（役場義援金箱）                                      　 金   367 円
◆平成 29 年台風第 18 号災害義援金
　（役場義援金箱）                                       　金   469 円

　日本赤十字社愛知県支部扶桑町分区へ上記の金額
が寄せられました。ご協力ありがとうございました。

義　援　金

「児童福祉週間」が始まります
　毎年 5 月 5 日の「こどもの日」から 1 週間を
児童福祉の向上を目的として「児童福祉週間」
と定めています。

　◆今年度の標語
　　　あと一歩
　　　力になるよ　その思い

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
小
・

中
学
校
、
高
等
学
校
入
学
予
定
者
で
、
障
害

の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
特
別
支
援
学
校
の

様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
体
験
入

学
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
体
験
入
学
日
以
外

に
も
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

県
立
特
別
支
援
学
校
の

　
　
　
　
体
験
入
学
に
つ
い
て

学
校
教
育
課　

内
線
３
４
３

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
乳
幼
児
（
０

歳
以
上
）
か
ら
、
平
成
31
年
度
に
新
一
年
生

に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
（
６
歳
ま
で
）
と
そ

の
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
早
期
教
育
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
子
育
て
で
気
に
な
る
こ

と
の
あ
る
方
、
お
子
さ
ん
に
障
害
の
可
能
性

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
方
、
お
子
さ
ん
の
就
学

に
つ
い
て
相
談
し
た
い
方
な
ど
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
予
約
制
で
、
無

料
で
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
７
月
26
日
（
木
）・
７
月
27
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
会
場　
一
宮
市
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法　

６
月
22
日
（
金
）
ま
で
に
学

校
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

早
期
教
育
相
談

を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
た
ん
ぽ
ぽ
相
談

で
は
、
保
護
者
・
教
職
員
の
皆
様
が
抱
え
て

い
る
疑
問
や
不
安
・
悩
み
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
い
き
ま
す
。
日
時
な
ど
の
詳
し
い
こ

と
に
つ
い
て
は
、
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
】

　

相
談
費
用
は
無
料
で
、
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
を
厳
守
し
ま
す
。
事
前
に
電
話

で
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　

た
ん
ぽ
ぽ
相
談
係

　
　

一
宮
市
丹
羽
字
中
山
１
１
５
１
番
地
１

　
　
　

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
予
約
受
付
時
間

　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▼
相
談
時
間　

　

火
・
金
曜
日
（
祝
日
は
除
く
）

　

午
後
１
時
～
４
時

▼
会
場　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

▼
申
込
み
　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校　

　
　
　
　
　

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

▼
申
込
時
間　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◎
知
的
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
お
子
さ
ん

▼
日
時　

小
学
部
：
９
月
14
日
（
金
）・
９
月
18
日
（
火
）

中
学
部
：
９
月
12
日
（
水
）・
９
月
19
日
（
水
）

高
等
部
：
６
月
14
日
（
木
）

▼
会
場　
一
宮
東
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

☎
０
５
８
６
（
51
）
５
３
１
１

◎
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

▼
日
時　
９
月
19
日
（
水
）・
10
月
19
日
（
金
）

▼
会
場　
小
牧
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

☎
０
５
６
８
（
73
）
７
６
６
１

◎
病
気
で
入
院
し
て
い
る
お
子
さ
ん

▼
日
時　
７
月
11
日
（
水
）・
10
月
24
日
（
水
）

▼
会
場　
大
府
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

☎
０
５
６
２
（
48
）
５
３
１
１

※
詳
し
く
は
、
直
接
体
験
入
学
先
の
学
校
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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愛
知
県
内
で
防
除
が
必
要
な
ウ
メ
輪
紋
病

に
感
染
し
た
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

５
月
中
旬
か
ら
９
月
下
旬
に
か
け
て
農
林

水
産
省
名
古
屋
植
物
防
疫
所
、
愛
知
県
及
び

愛
知
県
が
委
託
し
た
調
査
機
関
が
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ウ
メ
輪
紋
病
の
ま
ん
延
を
防
ぐ
た

め
、
扶
桑
町
外
へ
の
ウ
メ
や
モ
モ
等
の
サ
ク

ラ
属
の
植
物
の
持
ち
出
し
は
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
愛
知
県
農
林
水
産
部
農
業

経
営
課　

環
境
・
植
防
グ
ル
ー
プ

　
　
　

☎
０
５
２
（
９
５
４
）
６
４
１
１

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
５

ウ
メ
輪
紋
病
の
調
査
及
び

緊
急
防
除
の
ご
協
力
に
つ
い
て

　

経
済
産
業
省
で
は
、
平
成
30
年
工
業
統
計

調
査
を
６
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
実
施

し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
製
造

業
に
属
す
る
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
る
重

要
な
調
査
で
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
行

政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
等
と
し
て
、
広

く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
を
お
願
い
す
る
事
業
所
へ
は
、
５
月

中
旬
よ
り
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
統
計
法
に
基
づ
き
調
査
内
容
の
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
回
答
を
お
願

い
し
ま
す
。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
３

製
造
事
業
所
の
皆
様
へ

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　 民生委員・児童委員の日　活動強化週間
　5 月 12 日（土）は「民生委員・児童委員の日」です。また、全国民生委員児童委員連合会は、18 日（金）
までの１週間を民生委員・児童委員の活動を地域の皆様に知っていただくための「活動強化週間」としています。
　民生委員・児童委員は、「支えあう　住みよい社会　地域から」をスローガンとして、安心して住み続ける
ことができる地域社会づくりのため関係機関と連携しながら活動しています。
　そして、安心して住み続けることができる地域社会づくりのためには、地域における人と人とのつながりを
強め、住民互助の機能を高め、関係機関の連携・協働による支援の取り組みを進める必要があります。
　そのためにも、地域の方々に民生委員・児童委員活動について理解を深めていただき信頼関係を築いていく
ことが大切です。
　皆さんの地域でも民生委員・児童委員が活動しています。この機会に民生委員・児童委員の活動に関心とご
理解を寄せていただきたいと思います。

実施地域名 実施予定時期 募集予定
人員 申込締切

中国東北地方   9 月   4 日（火）～  9 月 13 日（木） 15 名 5 月   9 日（水）

イルクーツク州   9 月   9 日（日）～  9 月 18 日（火） 15 名 5 月 14 日（月）

沿海地方   9 月   9 日（日）～  9 月 18 日（火） 15 名 5 月 14 日（月）

東部ニューギニア（1 班）
  9 月 19 日（水）～  9 月 26 日（水） 20 名 5 月 25 日（金）

東部ニューギニア（2 班）

北ボルネオ   9 月 26 日（水）～ 10 月   2 日（火） 15 名 6 月 14 日（木）

ビスマーク諸島 10 月 24 日（水）～ 10 月 31 日（水） 10 名 6 月 22 日（金）

ミャンマー 11 月 13 日（火）～ 11 月 20 日（火） 15 名 7 月 10 日（火）

パラオ諸島   1 月 23 日（水）～   1 月 30 日（水） 15 名 9 月 14 日（金）

フィリピン（1 班）

  2 月 13 日（水）～   2 月 20 日（水） 80 名 9 月 28 日（金）フィリピン（2 班）

フィリピン（3 班）

硫黄島（1 班） 11 月中旬 100 名 －

硫黄島（2 班） 2 月中旬 100 名 －

福
祉
児
童
課　

内
線
２
２
４

　

厚
生
労
働
省
は
、「
平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

同
事
業
は
厚
生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
実
施
し
て
お
り
、
対
象
者
と
し
て
は
戦
没
者
の

配
偶
者
、
父
母
、
子
、
兄
弟
姉
妹
に
加
え
、
参
加
遺
族
（
子
・
兄
弟
姉
妹
）
の
配
偶
者
、
戦

没
者
の
孫
、
戦
没
者
の
甥
・
姪
も
対
象
で
す
。

　

ま
た
平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
実
施
概
要
に
つ
き
ま
し
て
は
、変
更
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

平
成
30
年
度
慰
霊
巡
拝
事
業
概
要

▼「平成 30 年度慰霊巡拝事業」申込締切等
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  ■ 配信する情報及び配信するタイミング：氾濫危険水位を超えた時及び河川氾濫が発生した時

▼問い合わせ：国土交通省木曽川上流河川事務所　防災情報課 　☎ 058（251）4265

　近年、記録的な豪雨によ
り、全国的に大規模な水害
や土砂災害が頻発していま
す。また、気候変動の影響
により、今後はますます洪
水の発生頻度は高まること
が予想されています。

▼対象となる市町：【愛知県】名古屋市（西区、中川区、港区）、一宮市、犬山市、江南市、小牧市、稲沢市、岩倉市、清須市、
　北名古屋市、あま市、大口町、扶桑町、大治町【岐阜県】岐阜市、大垣市、羽島市、美濃加茂市、各務原市、可児市、瑞穂市、
　本巣市、岐南町、笠松町、養老町、神戸町、輪之内町、安八町、揖斐川町、大野町、池田町、北方町、坂祝町
▼対象となる観測所：【木曽川 ( 上流 )】今渡観測所、犬山観測所、笠松観測所【長良川 ( 上流 )】忠節観測所、墨俣観測所
　　　　　　　　　　【揖斐川 ( 上流 )】岡島観測所、万石観測所、山口観測所

■ 洪水情報のプッシュ型配信イメージ

　そのため、国土交通省では、
平成 30 年 5 月 1 日から、木曽三川流域の対象市町の皆様
の携帯電話やスマートフォンに対して、携帯電話事業者
が提供する「緊急速報メール」を活用した洪水情報のプッ
シュ型配信を開始します。

国土交通省よりお知らせ

緊急速報メールを活用した洪水情報の配信について

▼問い合わせ
　名古屋地方気象台 　☎ 052（751）5124

　気象庁では、平成 29 年 7 月から、雨による災害発生の
危険度の高まりを評価する技術を活用して、大雨・洪水警
報を改善するとともに、危険度分布の提供を開始しました。
　浸水害（大雨警報の危険度）や洪水害（洪水警報の危険
度）についても警報・注意報が発表されたときに、実際に
どこで危険度が高まるかを面的に確認することができ、危
険度を５段階に判定し、色分け表示で一目で分かる「危険
度分布」の提供を開始しました。
　詳しくは右記の気象庁のホームページをご覧ください。

●大雨警報（浸水害） 
　の危険度分布

http://www.jma.go.jp/jp/
suigaimesh/inund.html

●洪水警報の危険度分布

http://www.jma.go.jp/jp/
suigaimesh/flood.html

気象庁名古屋地方気象台よりお知らせ

防災気象情報の改善について
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　 丹 羽 消 防 署 119 番

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

　
　
　
　
　
　
　
除
去
を

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
５
月
～

７
月
頃
に
か
け
て
鮮
や
か
な
黄
色
の

花
を
つ
け
、
道
端
や
川
原
な
ど
で
よ

く
見
か
け
ま
す
。

　

こ
の
花
は
繁
殖
力
が
強
く
、
日
本

古
来
の
植
物
を
消
滅
さ
せ
て
し
ま
う

た
め
、
平
成
18
年
に
特
定
外
来
生
物

に
指
定
さ
れ
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
見
か
け
た
ら
除
去
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
き
れ
い
な
花
だ

か
ら
と
い
っ
て
、
持
ち
帰
り
や
栽
培
・

運
搬
・
販
売
・
野
外
に
放
つ
こ
と
な

ど
は
原
則
禁
止
で
す
。

　

自
宅
の
庭
先
や
所
有
の
農
地
な
ど

に
生
え
て
い
る
場
合
は
、
根
ご
と
引

き
抜
い
た
も
の
を
２
～
３
日
天
日
に

さ
ら
し
て
枯
死
さ
せ
た
後
、
種
を
ま

き
散
ら
さ
な
い
よ
う
、
袋
な
ど
で
密

封
し
、
可
燃
性
ご
み
と
し
て
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

産
業
環
境
課　

内
線
２
７
８

春の行楽シーズン火災・事故予防
　ゴールデンウィークに家族や友人と旅行やバーベ
キューなどの予定を立てている方も多いと思います。お
出かけ前や外出先では、次のことに注意してください。

１. お出かけ前の注意事項
・ガス器具等の使用を確認しガスの元栓を閉める。
・ドライヤーや充電器等必要ない電気製品は、プラグ
　をコンセントから抜く。
・灰皿のたばこの吸い殻は、完全に消えているか確認
　する。
・留守中の放火対策として、家の周囲に燃えやすい物
　を置かない。

２. 屋外での注意事項
・たばこは灰皿があるところで吸うか、携帯灰皿を携
　行し、ポイ捨ては絶対しない。
・紙くずなどのゴミ類は、火災の発生、延焼拡大の原  
　因となるため、各自で持ち帰る。
・バーベキューやたき火をする際は、万が一の場合に
　備えて、近くに水の入ったバケツなどを用意する。
　また、バーベキュー等の後は火が完全に消えるよう
　に、水をかけて処理する。
・炭火以外にもカセットボンベ等の他の熱源を使用す
　る場合は、正しい使用方法を守りましょう。

◆カセットコンロの取扱いについて
　バーベキューなどのアウトドアレ
ジャーで使用することもあるカセッ
トコンロですが、使い方を間違える
と大きな事故につながります。使用
方法をしっかりと確認しましょう。

◆使用上の注意
　間違った使用をすると爆発事故に繋がることもある
ので、下記のことには注意しましょう。
・風除けのためであっても、全体を囲わない。
・コンロより大きい鍋などを使用しない。
・他の火源の近くで保管、使用しない。
・コンロで炭火等をおこさない。

ＡＥＤの無料貸出しが始まります
　丹羽消防署では、平成 30 年 6 月 1 日より丹羽郡内
で開催される各種イベントなどを対象に『ＡＥＤ（自
動体外式除細動器）』の無料貸出し事業を始めます。
　丹羽郡内で開催される各種イベント等において、参
加者が突然の心肺停止状態に陥った際に、ＡＥＤを救
命活動に使用し、救命効果を向上させることを目的と
して、主催者の方などへのＡＥＤの貸出しを行うもの
です。

・丹羽郡内で開催される行事であること。
・おおむね 10 人以上が参加すること。
・ＡＥＤを営利目的として使用しないこと。
・その他、消防長が必要と認める行事。

　原則として心肺蘇生についての知識を持つ者（救命
講習等を受講した者又は、医師、看護師、保健師、救
急救命士等の医療従事者）がイベント開催期間を通し
て会場に配置されていること。

　1 回の申請につき 3 日以内とし、貸出し台数は基本
的に 1 台。

▼詳しい申し込み方法については、
　丹羽消防署　☎（９５）５１５１
　又は、丹羽広域だより６月号をご覧ください。

貸出対象

貸出条件

貸出期間

↑実際に貸し出されるＡＥＤ
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「安心」して暮らせる「安全」な扶桑町の確立

犬山警察署からのお知らせ 110 番

扶桑町内の 3 月中の犯罪発生総数（暫定値）は、 27 件（昨年同月 23 件）です。

　空き巣被害が柏森学区で3件、忍込み被害が柏森学区で1件、山名学区で2件発生しました。
また、自転車盗被害が柏森学区で 1件、山名学区で 3件、扶桑東学区で 4件発生しました。

愛知県警察からのお知らせ  　　　　　　　　　　　 平針運転免許試験場は、平成 30 年 1 月から建替え工事のため、来場者の
駐車場が利用できません。公共交通機関のご利用をお願いします。
▼問い合わせ　運転免許課  ☎ 052（951）1611（内線：781‐280・281）

　厚生労働省は、医療機関の機能分担を推進
するために、「初期の治療は地域の医院・診療
所で、高度・専門医療は 200 床以上の病院で
行う」ことを目的として選定療養費を定めて
います。
　200 床以上の病院において、他の保険医療
機関からの紹介状をお持ちでない方が初診で
受診された場合、初診料とは別に各病院で定
めた金額「選定療養費」が必要となります。
詳しくは、各医療機関におたずねください。

▼尾北医師会管内医療機関で
　初診選定療養費が必要な医療機関
　（平成 30 年 4 月 1 日以降の金額）
　・江南厚生病院　　　5,400 円
　・犬山中央病院　　　2,700 円
　・さくら総合病院　　1,620 円

初診時選定療養費について
保健センター　☎（93）8300

◎情勢
　「絶対に儲かります」などと甘い言葉で勧誘し、未公
開株や社債の取引、ファンドへの出資等の名目で高額な
金を振り込ませ、配当がないばかりか、実際には投資の
運用実態すらないといった詐欺的な被害が増加してお
り、その被害金額もかつては何十万単位であったものが、
今では何百万、何千万といったものもあり、高額化の傾
向にあります。
　また、高齢者や主婦を狙い、家屋の屋根等の点検を口
実に不要なリフォーム工事を高額で行う点検商法や、不
用品回収を謳って訪問し、貴金属などを安値で買い取っ
ていく訪問購入業者の相談も後を絶たない状況です。
　このほか、車を使った移動販売により高額な物干し竿
を強引に売りつける悪質商法や、さらに、生活困窮者に
つけ込むヤミ金融事犯、商品販売や質屋営業を仮装する
ヤミ金融事犯など新しい形態犯罪が現れています。

のるものか うまい話と くちぐるま　～悪質商法から身を守るために～

○悪質商法の被害にかからないために
　悪質商法の手口は、年々巧妙になってきており、こう
した被害にかからないようにするには、皆さん一人一人
がしっかりした心構えをもつことが最も大切です。
　業者からの勧誘を受けたり、契約するときは、次の「悪
質商法撃退 10 か条」を参考にしてください。

・何の用？　しっかり聞こう　身分と用件
・おかしいと　思ったときは　ドア閉めて
・もうかります　そんな言葉に　ご用心
・あやしいぞ　人のフトコロ聞く　業者
・勇気出し　はっきり言おう　いりません
・しつこいな　そんな相手は　１１０番
・迷ったら　一人で悩まず　まず相談
・サインして　あとでしまった　もう遅い
・契約は　してもお金は　後払い
・あなたです！　自分の財産　守るのは　

第15回　さくら市民公開講座
　～地域に健康と安心を～

▼日　時：5 月 26 日（土）午後 0 時 30 分～ 4 時 10 分
　　　　　　　　　　　　（午後 0 時 30 分 受付開始）
▼会　場：大口町民会館　▼参加費：無料（事前申込み不要）
▼内　容：「在宅医療について
　　　　　　  ～住み慣れた家で安心して暮らしたい～」
　【第一部】 午後 0 時 30 分～１時 55 分
　◆健康ブース
　　 血圧・血糖測定、栄養相談、介護相談、ロコモ体操、
　　 手洗いチェック、フットマッサージ

　【第二部】午後１時 55 分～ 4 時 10 分
　◆講演Ⅰ「訪問リハビリ ～自分で出来る事を増やすために～」

　さくら総合福祉センター 訪問リハビリ　尾藤　伸哉
　◆講演Ⅱ「国が推進する在宅医療について
                                ～あなたはどこで死にたいですか？～」

　医療法人医仁会 理事長　小林　勝正
　※内容および時間は一部変更となる場合があります。
　　予めご了承ください。
▼問い合わせ　さくら市民公開講座 事務局 ☎（95）6711（代表）
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